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教育理念        

資格取得のみならず、社会的常識と教養、豊かな感性を備え、明るく健康で建設的な考えを持

ち、社会人として求められる「主体性」「課題解決力」「実践力」を備えた「気づき、挑戦し続

ける人材」を育てる。 

 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

１．社会の変化に興味関心を持ち、新しい価値の創造にチャレンジしたい人 

２．将来、社会の発展に貢献したいという夢や希望を持っている人 

３．他者と協働して、課題解決に主体的に取り組む姿勢を持っている人 

４．自らを成長させたいという強い思いを持っている人     

 

教育目標 

本校では、次のような資質を兼ね備えた人材の育成を目指します。 

 

    １．専攻する分野について高い専門性を備えた人材 

    ２．社会的常識と教養、豊かな感性を備え、明るく健康で建設的な考え方を持つ人材 

    ３．常に社会の変化に関心を持ち、新しい価値の創造に挑戦し続ける人材 

    ４．他者と協働して、課題解決に主体的に取り組む実践力を備えた人材 

    ５．常に自己を高めるための研鑽・努力を怠らず、地域や社会の発展に貢献できる人材 

 

ディプロマポリシー（卒業認定方針） 

本校では、先に述べた教育目標を達成するために、本校における学びを通じて次の能力を修得

することを専門士および高度専門士の称号付与の基本方針とします。 

 

１．地域社会や産業界の発展に貢献するために必要な、高度な専門知識・技術と教養を身

につけている 

２．他者と協働して物事に取り組む上で、互いを尊重して相互理解を図ることができる 

３．専門分野に限らず、社会の様々な事象に関心を持って情報収集や分析、課題発見をす

ることができる 

４．社会の変化や課題を多角的・多面的に捉え、専門性を発揮して課題解決を図ることが

できる 

５．常に挑戦し続ける姿勢を持ち、自己の成長に向けて計画的・主体的に実践することが

できる 

  



カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本校のディプロマポリシーに掲げた能力を身につけた人材を育成するための基本方針は、以下

のとおりとします。 

 

    １．一般科目と専門科目を体系的に配置し、講義、演習、実習・実践を適切に組み合わせ

た授業を開講するものとする 

    ２．一般科目には、全学科共通で次の科目を設置し、本校のディプロマポリシーに則った

能力開発を行うものとする 

       (1)学校生活や社会生活において必要な知識・技能を育成する科目 

    (2)自己の進路選択および長期的なキャリア形成に向けて必要な知識・考え方を学び、

判断力を育成する科目 

    ３．専門科目は、各学科において一般科目や他の専門科目との連携性にも考慮しながら編

成して実施するものとする 

    ４．専門科目には、全学科で企業等と連携して実践的に学ぶ機会を取り入れた科目を設置

するものとする 


